注記（事業別財務諸表：道路事業）
１．偶発債務
（１）債務保証または損失補償に係る債務負担行為のうち、履行すべき額が未確定なもの
主なもの
	事項
	期間
	限度額

	平成25年度大阪府道路公社事業資金借入金に対する
債務保証
【一般会計・都市整備部・道路事業】
	平成25年度
～
平成3５年度
	７０億円の借入金の元金及び
利子並びに清算金

	平成19年度大阪府道路公社事業資金借入金に対する
債務保証
【一般会計・都市整備部・道路事業】
	平成25年度
～
平成29年度
	８０億円の借入金の元金及び
利子


２．追加情報
（１）固定資産の減損の状況
（行政財産）
減損の兆候がある（減損の認識をしたものを除く）もの
	用途
	種類
	場所
	帳簿価額（円）
	減損の兆候の概要
	複数の固定資産を一体として行政サービスを提供するものと認めた理由
	減損を認識しない根拠

	枚方富田林泉佐野線
	土地
	四條畷市
	1,596,069,546 
	市町村へ移管の決定
	―
	使用を継続

	枚方富田林泉佐野線
	工作物
	四條畷市
	657,010,045 
	市町村へ移管の決定
	―
	使用を継続


（行政財産）
減損を認識したもの　
	用途
	種類
	場所
	減損前の帳簿価額（円）
	減損に至った経緯
	減損損失額（円）
	減損後の帳簿価額（円）
	減損損失額の算出方法の概要
	複数の固定資産を一体として行政サービスを提供するものと認めた理由

	
	
	
	
	
	
	
	帳簿価額と比較する正味売却価額・使用価値相当額の別とその算出方法
	摘要
	

	近鉄八尾停車場線
	土地
	八尾市
	373,372,400 
	市町村へ移管
	0 
	373,372,400 
	正味売却価額（路線価を採用）
	正味売却価額が帳簿価額を上回っているため減損損失額は０
	―

	近鉄八尾停車場線
	工作物
	八尾市
	4,564,281 
	市町村へ移管
	0 
	4,564,281 
	正味売却価額（公有財産台帳上で把握している現在価額を採用）
	正味売却価額が帳簿価額を上回っているため減損損失額は０
	―

	近鉄八尾停車場線（電線共同溝）
	工作物
	八尾市
	218,858,659 
	市町村へ移管
	0 
	218,858,659 
	正味売却価額（公有財産台帳上で把握している現在価額を採用）
	正味売却価額が帳簿価額を上回っているため減損損失額は０
	―


（２）利子補給等に係る債務負担行為の翌年度以降の支出予定額
主なもの
	事項
	期間
	支出予定額


	大阪府道路公社事業資金借入金に対する利子補給
【一般会計・都市整備部・道路事業】
	平成25年度
～
平成42年度
	　　　３０億６４百万円


（３）その他財務諸表の内容を理解するために必要と認められる事項
①事業の概要
大阪の活力と豊かな生活を支える道路ネットワーク形成のため、府道等の整備や鉄道との立体交差化、高速道路整備のための出資等を行っています。また、老朽化が進む橋りょう等の予防保全対策など適切な維持管理に取り組んでいます。
　　　②当該事業に関し説明すべき固有の事項　
○大阪府道路公社に対する出資金及び債務保証について
同公社が平成25年3月時点で公表した、有料道路の通行料金徴収期間満了時の未償還額は、907億円と見込まれておりますが、同公社に対する出資金の減額及び債務保証損失引当金の計上は行っておりません。
○23年度財務諸表において、システムへの誤入力により、資産が過少に計上されていたことが判明しました。
これを修正するため、その他特別収入として、22,845百万円を計上しています。
○その他特別収入には、固定資産の価額修正（資産の登録漏れ等）に伴う過年度修正益（93,504百万円）が
含まれています。
○その他特別費用には、固定資産の価額修正に伴う過年度修正損（13,960百万円）が含まれています。
